
様式第８号（第13条関係） 

 

事業実績書 

 

１ 実施内容 

 配車計画システムの導入 

 

（該当する事業を選択） ※複数可 

 ①業務効率化に資するシステム・資機材・設備の導入 

☐ ②積載効率向上に資するシステム・資機材・設備の導入 

☐ ③荷待・荷役時間の削減・把握に資するシステム・資機材・設備の導入 

 

２ 取組状況 

区分 目標値 見込（実績）値 向上率 

測定（決算等）の時期 令和７年X月（期） 令和8年X月（期）  

売上高（円） XX,XXX,XXX XX,XXX,XXX  

原価（円） XX,XXX,XXX XX,XXX,XXX  

営業利益（円） XX,XXX,XXX XX,XXX,XXX  

総労働時間（時間） XX,XXX XX,XXX  

従業員数（人） XX XX  

労働生産性（円／時間） XX,XXX XX,XXX X％ 

労働生産性（円／人） X,XXX,XXX X,XXX,XXX X％ 

 

  ３ 見込（実績）値の評価、今後の取組み 

本事業では、配車計画の最適化を目的として配車計画システムを導入した。これにより、

従来手作業で行っていた配車業務が大幅に効率化され、属人性の排除と業務の標準化が進ん

だ。具体的には、配車業務に要する時間が導入前と比較して約XX%短縮され、業務担当者の

負担軽減にもつながっている。また、1日あたりの運行便数が最適化され、積載効率が約XX%

向上した。結果として、時間あたり・人あたりの生産性が約X％向上する見込みである。 

今後は、運行データの分析による経営判断への活用や、ドライバーの労務管理・健康管理

との連動も視野に入れ、中長期的な事業成長につなげる取り組みを継続する予定である。 


